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気軽に立ち寄れる
出会いの場、

仲間づくりの場として
お使いください。

ふれあいサロンは、地域での孤立・閉じこもり防止や健康・生きがいづくりを目的に、ごく身近な地域を拠点として、
参加する人とボランティアとが一緒になって企画をし、内容をきめ、住民主体で運営していく、楽しい仲間づくり、ふれあい交流の場です。
また、地域で交流の場を設けることで住民の地域への関心を深め、近隣での助け合いを育む地域づくりを目指していきます。

御殿場市内実施されているふれあいいきいきサロンの一覧
名　　称地区 名　　称地区 名　　称地区

 １　  ごてんばのなかま
 ２     ふかさわやすらぎの会
 ３     サロンひがしやま
 ４     沓間元気会
 ５     横通りほのぼの会
 ６　  塚本いろは会
 ７     二の岡ふれあいサロン なごみの会
 ８     鮎沢いきいきサロン
 ９     新橋富士山おたっしゃ会
10    湯沢会
11   萩原区きらく会
12    二枚橋区つるかめクラブ
13    西田中区いきいきサロン
14    いきいきサロン北久原
15    仁杉ふれあい杉の子会
16    ひだまりの会
17    永原区いきいきサロン

御
殿
場
地
域

永原区

御殿場区

☎７０-６８０１
社会福祉協議会

富
士
岡
地
域

18　 ふれあいいきいきサロン
19　 いきいきクラブ
20　 いきいきサロン
21    いきいきふれあいサロン
22    ふれあいいきいきサロン
23    中清水いきいきサロン
24    ふれあいいきいきサロン
25    ふれあいサロン
26    ふれあい食事会
27    ふれあいサロン
28    いきいきサロン
29    ふれあいサロン  

竈区
沼田区深沢区

東山区
東田中区
東田中区
東田中区
二の岡区
鮎沢区
新橋区
湯沢区
萩原区
二枚橋区
西田中区
北久原区
仁杉区
栢ノ木区

二子区
中山上区
風穴区
中清水区
駒門区
大坂区
町屋区
高内区
尾尻区
神山区

原
里
地
域

30    いきいきサロン
31    いきいきサロン（わ）
32    なかよしサロン
33    いきいきサロン
34    いきいきサロンすこやかティータイム
35    いきいきサロン
36    いきいきサロン
37    いきいきサロン

川島田区

杉名沢区

板妻区

永塚区
大沢区

保土沢区

神場区

森之腰区 高
根
地
域

印
野
地
域

45    小木原ひまわりサロン
46    時之栖第１ひまわりサロン
47    時之栖第２ひまわりサロン
48    印野ひまわりサロン
49    ふれあいいきいきサロン
50    いきいきサロン
51    いきいきサロン
52    きよさと会
53    お楽しみ会
54    いきいきサロンこぶしの会
55    上小林菜の花会
56    元気サロン

塚原区

美乃和区
清後区
山之尻区

上小林区
古沢区

茱萸沢上区
茱萸沢下区

六日市場区

小木原区
時之栖区
時之栖区
印野区

中畑西区
川柳区

中畑南区

中畑東区
中畑北区

玉
穂
地
域

38    お茶のみサロン
39    お茶のみサロン
40    お楽しみサロン
41    ふれあいサロン
42    ほがらかサロン
43    ゆうゆうサロン
44    ふれあいサロン

柴怒田区・水土野区

御殿場市内では、「ふれあいいきいきサロン」が
５6カ所設置されています。
それぞれのサロンの詳しい実施状況については、
社会福祉協議会までお問い合わせください。

ふれあいいきいきサロン（竈区）

（8：30～17：15）
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このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。
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皆
様
か
ら
の
会
費
は
、自
主
運
営
を
進
め
る

う
え
で
大
変
貴
重
な
財
源
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、御
殿
場
市
か
ら
の
高
齢
者
生
活
支
援

体
制
整
備
事
業
受
託
が
２
年
目
を
迎
え
、第
２

層
協
議
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
地
域
福
祉

推
進
委
員
会
と
よ
り
一
層
の
連
携
を
図
り
、新

た
な
住
民
参
加
に
よ
る
地
域
福
祉
の
方
向
性
を

模
索
し
て
事
業
を
推
進
し
ま
し
た
。

組
織
の
強
化
・
財
政
基
盤
の
確
立

地
域
福
祉
推
進
事
業

　

社
協
だ
よ
り
「
ひ
だ
ま
り
」
を
年
６
回
発
行

し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等

を
活
用
し
事
業
の
周
知
、各
種
講
座
や
研
修
会

参
加
者
募
集
等
、社
協
関
係
情
報
に
限
ら
ず
、

広
く
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、第
３4
回
御
殿
場
市
ふ
れ
あ
い
広
場
や

第
２９
回
御
殿
場
市
社
会
福
祉
大
会
、障
が
い
者

週
間
で
の
講
演
会
な
ど
の
啓
発
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。

福
祉
啓
発
活
動
の
推
進

　

手
話
や
点
字
、朗
読
等
の
各
種
講
習
会
、講
演

会
の
開
催
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
受
付
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
活
動
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
向
け
の
会
議
室
と
し
て
毎
月
第
１
月
曜

日
、年
末
年
始
の
休
業
日
を
除
く
毎
日
、午
前
９

時
か
ら
午
後
９
時
３０
分
ま
で
開
放
し
、開
放
日
数

３
４
７
日
に
対
し
、２
８
６
日（
延
べ
４,
２
９
１

人
）の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
か
ら
高
等
学
校
、特
別
支
援
学
校
ま

で
の
一
貫
し
た
事
業
を
継
続
実
施
し
、福
祉
教

育
の
学
習
・
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
の
た
め

に
、ま
た
、教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
適
応
す
る
よ

う
、福
祉
教
育
研
修
・
連
絡
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

介
護
保
険
事
業
の
展
開

　
「
福
祉
な
ん
で
も
相
談
」「
結
婚
相
談
」「
心
配

ご
と
法
律
相
談
」等
７
つ
の
分
野
に
わ
た
っ
た「
ふ

れ
あ
い
福
祉
相
談
」の
ほ
か
他
部
門
も
含
め
年
間

３,
６
３
３
件
の
相
談
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

結
婚
相
談
事
業
の
強
化
と
し
て
、婚
活
に
自

信
を
持
っ
て
臨
む
力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
講

座
を
実
施
し
、ま
た
独
身
男
女
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
出
会
い
と
交
流
の
場（
婚
活
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
）を
提
供
し
ま
し
た
。

福
祉
相
談
事
業
の
実
施

高
齢
者
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

福
祉
教
育
の
推
進

　

御
殿
場
総
合
サ
ー
ビ
ス
、御
殿
場
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
グ
ル
ー
プ
編
成
し
、世

代
間
交
流
、高
齢
者
の
支
援
事
業
、市
民
活
動
の

推
進
等
、総
合
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
事
業
を

実
施
し
、延
べ
２
１
６,
４
４
９
人
の
利
用
が
あ

り
ま
し
た
。

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
ざ
く
ら
指
定
管
理
事
業

　

利
用
者
延
べ
人
数
は
、３,
０
３
９
人
の
利
用
者

に
日
中
入
浴
、排
泄
及
び
食
事
な
ど
必
要
な
生

活
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、日
中
一
時
支
援
で
は
、延
べ
９
２
３
人
に

活
動
の
場
を
提
供
し
ま
し
た
。

生
活
介
護
事
業
所「
あ
け
ぼ
の
」

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
事
業

平
成
29
年
度

　

生
活
困
窮
者
に
対
し
て
、就
労
支
援
を
含
め

た
包
括
的
か
つ
継
続
的
な
支
援
を
実
施
し
、多

様
な
問
題
を
抱
え
た
支
援
対
象
者
の
自
立
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、御
殿
場
市
か
ら
自
立

相
談
支
援
事
業
、子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
を

受
託
し
、各
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。　
　
　

　

９６
件
の
新
規
相
談
を
受
け
付
け
、生
活
相
談
・

就
労
支
援
等
を
実
施
し
、困
窮
状
態
か
ら
脱
却

す
る
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、生
活
保
護
受
給
世
帯
の
子
ど
も
に
学
習

の
場
を
提
供
し
て
、学
習
の
支
援
を
行
い
、高
等

学
校
へ
の
進
学
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
就
職

率
を
向
上
さ
せ
、生
活
保
護
世
帯
の
子
ど
も
の
自

立
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、学
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、高
齢
者
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、民
間
企
業
、協
同
組

合
等
の
多
様
な
主
体
が
生
活
支
援
・
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、平
成
２８
年
１０
月
か
ら
御
殿
場
市

の
委
託
を
受
け
、多
様
な
関
係
機
関
や
団
体
等

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
協
議
体
を
設
置
し
、御
殿

場
市
の
生
活
支
援・介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
向
け
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、『
ふ
れ
あ
い
の
居
場
所
』担
い
手
養
成

講
座
の
開
講
や
ふ
れ
あ
い
の
居
場
所
見
学
ツ

ア
ー
の
開
催
、各
地
域
に
て
第
２
層
生
活
支
援
・

介
護
予
防
協
議
体
の
開
催
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

で
、延
人
数
２,
８
９
３
人
の
支
援
計
画
を
作
成
。

訪
問
介
護
事
業
で
は
、延
べ
６,
５
７
２
回
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
し
ま
し
た
。

　

通
所
介
護
事
業
で
は
、延
べ
８,
６
２
５
人
の
利

用
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
菜
の
花
で
は
、

５,
８
９
４
件
の
相
談
と
９
１
３
件
の
介
護
予
防

プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、玉
穂
・
高
根
地

域
高
齢
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
開
催
し
、高

齢
者
の
支
援
活
動
を
し
ま
し
た
。

　

各
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
等
の
活
動
充
実
の

た
め
、職
員
３
人
を
配
置
し
ま
し
た
。

　
『
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
』や『
子
育
て
サ
ロ
ン
』な
ど

の
支
援
を
は
じ
め
、地
域
に
お
け
る
各
種
事
業
の

立
案
、開
催
支
援
、情
報
提
供
、関
係
機
関
と
の
連

絡
調
整
等
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
開
始
に
伴

い
、市
内
各
所
で『
ふ
れ
あ
い
の
居
場
所
』が
立
ち

上
が
り
つ
つ
あ
る
中
、地
域
福
祉
活
動
の
基
盤
で

あ
る『
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
』活
動
と
の

共
存
、相
互
の
連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、『
ふ
れ
あ
い
の
居
場
所
』『
ふ
れ
あ
い

い
き
い
き
サ
ロ
ン
』『
子
育
て
サ
ロ
ン
活
動
』各
活

動
の
効
果
的
な
運
営
及
び
よ
り
一
層
の
地
域
福

祉
活
動
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、地

域
福
祉
研
修
・
連
絡
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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法人全体 

事業活動収入

施設整備等収入

その他活動収入
前期末支払資金残高
収入合計

事業活動支出

施設整備等支出
その他活動支出

支払合計
前年度決算額 当年度決算額

最終予算額（A） 決算額（B） 備考

426,124,000  431,603,600

介護保険事業収入                       　　　　　　　　153,596,532
受託金収入                                　　　　　　　　148,848,218
障害福祉サービス等収入                　　　　　　　　51,535,316
経常経費補助金収入                     　　　　　　　　 46,819,072
会費･寄附金                                　　　　　　　　16,555,009
事業収入                                       　　　　　　　　8,577,301
その他の収入等                            　　　　　　　　 5,672,152

（単位：円）

0 0
38,804,000 36,462,294

525,027,000 528,172,207

職員退職金・介護サービス事業費不足分取崩

467,972,555486,635,000

60,106,31360,099,000

1,012,000 876,240 デイ送迎用リース車両・交流センター貸出用プロジェクター

人件費                                     　　　　　　　　  308,488,969
事務費              　　　　　　　　　　　　　　　　105,839,383
事業費              　　　　　　　　　　　　　　　　 32,691,616
共同募金配分金事業費              　　　　　　　　　　13,006,487
助成金                 　　　　　　　　　　　　　　　　 7,696,100
貸付事業支出　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　  250,000

前年度繰越金

7,095,000 7,095,000 職員退職手当積立・介護サービス事業安定基金積立

前年度決算額より 7,877,901円の減

494,742,000 475,943,795

当期末支払資金残高
60,106,313 52,228,412

平成 29年度  社会福祉法人御殿場市社会福祉協議会

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
会
費
は
、住
民
組

織
と
し
て
の
性
格
を
表
す
最
も
重
要
な
財

源
と
な
っ
て
お
り
、毎
年
全
世
帯
に
普
通

会
員
へ
の
加
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

会
費
納
入
に
つ
い
て
は
、各
区
長
様
を

通
じ
て
７
月
27
日
ま
で
の
取
り
ま
と
め
を

お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、会
員
と
し
て
の
加
入
と
各
事
業

へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

普通会費

（1世帯あたり年額）
500円

加
入
の
お
願
い

普通会費の使われ方
　皆様からいただきました普通会費
は、各地域のサロンを運営している地
域福祉推進委員会の活動費を始めと
して、小・中・高・特別支援の各学校で
行われている福祉教育、住民の皆様
によるボランティア活動や各種相談事
業などに使われています。

ご協力をよろしく
お願い申し上げます。

【事業活動収入内訳】
事業活動収入合計
4億3160万3600円

介護保険事業収入
36%

受託金収入
34%

障害福祉
サービス等収入

12%

経常経費補助金収入 11%

会費･寄附金
4%

事業収入
2% その他の収入等

1%
【事業活動支出内訳】
事業活動支出合計
4億6797万2555円

人件費
66%

事務費
22%

事業費
7%

助成金
1.5%

0.5%
貸付事業支出

共同募金配分金
事業費 3%



平成30年７月5日（木）　午後1時30分～午後3時30分

御殿場市民交流センター「ふじざくら」 ２階大広間

日　　時　　
会　　場

市民在住の概ね６０歳以上の女性　

無料 （ただし、予防体操教室への参加は全８回で５００円負担していただきます。）

対　　象

定　　員 ３０人（先着順）

参 加 料

　日常のふとした拍子に尿がもれてしまうことを尿失禁といいます。尿失
禁には、さまざまな種類がありますが、「骨盤底筋」という筋肉が弱くなっ
たためにおこる「腹圧性尿失禁」が多く、女性に多い症状です。
　笑ったとき、咳をしたときなどに起こりやすい尿もれの経験や、トイレに
行くことが気になって、旅行など外出がおっくうになっていませんか？
　地域包括支援センター菜の花では、女性のための尿失禁予防教室を開
催します。あきらめないで毎日過ごす方法を学びましょう。
　初回はNPO法人日本コンチネス協会会員である排泄ケア専門員を講師に
迎え講演会を開催します。予防体操教室の詳細は初回参加時にお伝えします。
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このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

   電話 0550-70-6804地域包括支援センター菜の花

●申し込み・問い合わせ 平成30年7月2日（月）までに直接または電話でご連絡ください。

菜の花

福祉情報玉手箱得する面白い役に立つ福祉情報玉手箱得する面白い役に立つ

福祉車両は、普通運転免許で運転できる乗用車で、操作も簡単です。
普通運転免許証があれば、どなたでもできるボランティア活動ですので、
空いた時間を利用してあなたも始めてみませんか。

平成30年７月7日（土）　午後1時30分～午後3時30分

御殿場市民交流センター「ふじざくら」 １階ボランティアビューロー

日　　時　　
会　　場

福祉車両運転ボランティアの会「たんぽぽ」

無料

講　　師
市内に在住し、普通運転免許を持つ運転経験３年以上の方で、
受講後ボランティア活動可能な方。

募集対象

15人（先着順）
車椅子介助実習・福祉車両操作実習、試乗

定　　員
内　　容

参 加 料

   電話 0550-70-6801御殿場市社会福祉協議会

●申し込み・問い合わせ 平成30年7月5日（木）までにご連絡ください。

  FAX 0550-89-5501
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このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

   電話 0550-70-6801御殿場市社会福祉協議会

●申し込み・問い合わせ 8月２9日（水）より受付開始！　平成30年9月26日（水）までにご連絡ください。

  FAX 0550-89-5501

平成30年10月10日、17日、24日、31日、11月7日（毎週水曜日 全5回）
午後7時から8時30分まで

御殿場市民交流センター「ふじざくら」 １階 第1・2会議室

日　　時　　

会　　場

無料受 講 料
高校生以上の市内在住・在勤・通学者で初心者の方募集対象

２０人（先着順）定　　員
コミュニケーションの方法、指文字・挨拶の手話、数の手話、手話での自己紹介他内　　容

コミュニケーションの方法や手話の基礎、
あいさつの表現などを学びます。

平成30年8月7日（火）・8日（水）の2日間で1講座
午前9時30分から正午まで
御殿場市民交流センター「ふじざくら」 １階ボランティアビューロー

日　　時　　

会　　場

無料参 加 費
小学生以上で点字に興味のある方募集対象

２０人（先着順）定　　員

点字は視覚障がい者にとって読み書きできる文字です。
この機会に書き方、読み方の基礎を学んでみませんか？

   電話 0550-70-6801御殿場市社会福祉協議会

●申し込み・問い合わせ 平成30年7月24日（火）までにご連絡ください。

  FAX 0550-89-5501

点字の成り立ち・点字器の使い方を習い、実際に書き方・読み方を体験する。内　　容
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このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

新規特別会員紹介

小野健吾様
　社会福祉協議会は民間の社会福祉団体として、市
内の各方面のみなさまのご支援をいただき財政基盤
を強化し、福祉事業を推進しています。

年額 1口10,000円

平成30年７月27日（金）　午前9時30分～午後4時00分
御殿場市民交流センター「ふじざくら」
→特定非営利活動法人 にじのかけ橋（三島） 

日　　時　　
会　　場

500円（昼食代込）
市内の中高生募集対象

10人（先着順）

汚れてもいい服装でご参加ください。

定　　員

そ の 他

参 加 料

●申し込み・問い合わせ ６月２０日より受付開始！　平成30年7月20日（金）までにご連絡ください。

※交流センターから三島市への送迎は当会で行います。

障がいのある人達と一緒に野菜の収穫体験と、おいしい採れたて野菜を使ったサンドイッチ作りをします。
夏休みの思い出のひとつにしませんか？ 皆さんのご参加をお待ちしております！

にじのかけ橋がブランド化している、三島市の名物・
うなぎの捨てられる骨や頭を肥料にして、障がいの
ある人が栽培した野菜です。

うなぎ野菜

「うなぎ野菜」で
  サンドイッチ作り＆農業体験

   電話 0550-70-6801御殿場市社会福祉協議会   FAX 0550-89-5501

ボランティア担当職員による相談
●日時
　毎週月曜日から金曜日 8:3０～１７:１５

ボランティアコーディネーターによる相談
●日時
　毎週月曜日・水曜日 10:3０～１4:30
　毎月第2土曜日 　　　10:0０～１2:00

電話 0550-70-6801メール info@gosyakyo.jp　での相談も受け付けています。

★ボランティア活動に興味があるけれど、どんな活動があるのかわからない。
★余興やお手伝いをしてくれるボランティアを探しているが、どこへ相談したら良いかわからない。
★ボランティア活動中の悩みや問題等の相談をしたい。
ぜひ、ご相談ください。

  （祝日・年末年始除く）　 （年末年始除く）　
（年末年始除く）　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●場所
　御殿場市民交流センター「ふじざくら」内
　社会福祉協議会事務局

●場所
　御殿場市民交流センター「ふじざくら」内
　1階 市民活動室


